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＜連絡事項＞

・法人行事運営委員会より、8/6（金）の納涼会参加費とフォトコンテストの写真募集を行っています。期間は7/20（月）～7/30（金）までとなっています。期間内に提出するようにして下さい。

会費：1200円（小学生600円、未就学児無料）

写真:1人5枚まで(返却不可)

・7/23（金）13：20より、2階会議室にて久保清美様の2回目の退院調整検討会を実施します。

・和室コーナー電気の修理が終了しました。

・ＧＡＦ算定を病棟で入力していますが、6月に転入があった患者様が入力されてない状況で、後に算定を行うという事がありました。転入・転出・退院等があった際は、忘れずに入力、修正等を行うようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様～カリーユニ点眼液（眼科用剤）1本とヒューマリンＲ（その他ホルモン剤）1本が処方となっています。

＜施設入所状況報告＞

・現在、田名部浩平様、飯豊信雄様、五日市規様が入所の申し込みをしている状況です。各施設の申し込み状況の確認をこまめに行っていきましょう。

＜作業療法報告・検討＞

・元沢　政治様～先週木曜日辺りから、不機嫌さ見られ机に伏せている事があり作業への取り組み状況が良くない事があり、7/20（月）より、折り紙手芸への取り組みを勧め実施して頂いています。病棟では、同じ頃にご家族の面会があり、小遣いを頂いているがいつもより少なく月末に再度貰えるとの事で不機嫌となる事がありました。引き続き、作業の参加状況・取り組み状況を観察して行きましょう。

・佐々木　康子様～現在、チラシでの箱作りとスタッフの手伝いで折り紙手芸を行っています。時折、机に伏せており声掛け要する事がありました。病棟では、19時30分に就床前薬を服用し日付が変わる前に起きてくる、夜間の不眠など、生活リズムが不安定となっている事があり、日中や作業中に眠気があるのでは？と考えています。昼夜逆転傾向の為、主治医へも情報提供を行い、生活リズムを整えて参加出来るようアプローチして行きましょう。

・浅野　秀子様～自ら巾着袋を作りたいと希望聞かれ、取り組んでいます。トイレに関する訴えは多く聞かれず、集中して取り組む事が出来ている為、引き続き、トイレから気を紛わせるようなアプローチをして行く事とします。また、汗をかくとの事で、着替えを持参して頂くようにしていました。暑い日にはクーラーを使用している事から、自分で暑いと感じた際はクーラーへ近寄り涼むなど対処出来ている様子伺えます。

・田名部　浩平様～現在、ジグソーパズルへ取り組んでいます。作業中はニヤツキや奇異な行動はなく、集中して取り組む事が出来ています。他者との交流が少ない様に思われますが、徐々にコミュニケーションが取れるようにアプローチして行く事としています。

・稲垣　恵利子様～夜間の睡眠の不安定さ見られていましたが、先週より服薬調整を行っています。作業中は居眠りや独語などはなく、集中して取り組む事が出来ています。引き続き、参加状況の観察をして行く事とします。

・加賀谷　芙美子様～時折、病棟にて時間の失見当識が見られる事があります。作業中、失見当識は見られる事なく、実施工程もスムーズに行う事が出来ています。引き続き、参加時の様子観察・取り組み状況の観察をして行く事とします。

＜Dr川端　担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・面会票の確認をして頂く際は、何日分もまとめて提出するのではなく、診察毎に1週間分ずつ提出するようにして行きましょう。

・小坂　君子様～前回の診察にて、自宅退院を希望しています。主治医より、生活行動評価表への記入を行うよう指示がありアセスメントしています。姉様は入院に至るまでの経過にトラウマがあるとの事で、退院後の支援体制は整えて行く旨を説明しています。11月を目途に退院調整を行っていく予定としています。

診察：両目の痛み・ショボショボすると訴え聞かれ、眼科受診希望し紹介状を書いて欲しいと話されています。主治医より、ご家族との日程調整が取れ次第、作成すると説明を受けています。また、臨時薬が同内容で7日分処方されています。

・佐々木　康子様～現在、ナイトプログラム終了後に就床前薬を服用する事としていますが、夜間0時前に起床し、そのまま不眠で経過する事も多く見られています。昼夜逆転傾向である為、以前使用していた夜間の睡眠チェック表への記載を行うようにし、本人と振り返っていく事としています。

診察：頭痛と鼻汁の訴え聞かれ、PL　3.0　3×/5T（総合感冒薬）が臨時処方となっています。感冒症状の有無を観察して行きましょう。また、夜間の睡眠不安定さあり、昼夜逆転傾向となっている為、エスタゾラム（2）1T　1×vds/7T（催眠鎮静剤）が臨時処方となっています。夜間の睡眠状況の観察をして行きましょう。

・田名部　浩平様～今週中に疾病教室・服薬教室を行い、来週から自己服薬管理を行う予定としています。また、青山荘への申し込みを行っていますが、現在、連絡がない状況なので、病棟側から再度確認をして行きましょう。

・稲垣　恵利子様～先週より、服薬調整にて眠剤が増薬となっています。夜間の睡眠は取れており、昼夜逆転傾向となる事はありません。増薬となっている事から、中途覚醒された際の歩行状態を観察し、転倒に注意して行きましょう。

診察：夜間の睡眠が安定して来ている事から、臨時薬同内容で7日分処方となっています。以後、定期薬処方となります。引き続き、夜間の睡眠状況の観察をして行きましょう。また、盆外泊についてスタッフと一緒にご家族へ勧めていくようにと主治医より指示がありましたので、担当スタッフはご家族へ日程などを確認して行きましょう。

・鈴木　茂子様～現在、金銭管理にて不明金なく行う事が出来ています。継続して金銭管理へ取り組んで頂きましょう。

・大釜　万知様～スタッフが声掛けをした時のみ、水分摂取をしている事が多く見られています。受け持ち担当スタッフと一緒に決めた時間表を使用し、本人へ時間を覚えて頂くようこまめに介入して行きましょう。

・清川　厚子様～診察時、8/1（日）に祭りへ行きたいと希望聞かれ、主治医より許可となっています。また、お盆外泊に関しては2～3泊まで許可となっていますので、ご家族へ日程を確認して行きましょう。それに伴い、体重管理や小遣い管理などが出来ていた場合は今後、単独外出許可も検討していく事を主治医より説明されています。

・木村　梅子様～診察時、「弟へ電話をして、お盆の外泊は8/13～16にしたい」と話されています。主治医より3泊4日の外泊が許可となっていますので、ご家族へ日程を確認し、調整をして行きましょう。
































































